














THE PROCESS AND BACKGROUND OF URBANIZATION 








The purpose of this research is to clarify the process and background of urbanization in areas with high risk 
of flooding in the northern part of Nagano City, which was inundated by the Chikuma River in 2019. First, the 
urbanization transition map was created from aerial photographs. Next, Analyzed the process and background 
of urbanization from development permits. Third, by comparing with the flood damage, we discuss the process 
and background of urbanization in flood risk area. The results revealed the following: 1) In the northern area of 
Nagano City, we found that the urban area was expanded by the location of commercial facilities, houses and 
factories near the national highway. 2) The urbanization of the flooded area was caused by the sprawl of 
individual developments and the planned expansion by the construction of public housing complexes for 
industrialization. 





近年，我が国では平成 27 年 9 月関東・東北豪雨や平成
29 年 7 月九州北部豪雨，令和元年東日本台風等，集中豪
雨や台風による洪水が発生し，水害による被害が多発し
ている．特に，1 時間降水量が 50mm 以上となる「非常に
激しい雨」は年々増加傾向にあり 1)，河川の氾濫危険水位
超過回数は 2014 年から 2018 年までの 5 年間に国管理の









































































地区，長沼地区，豊野地区）を対象とする（図 1，表 1）． 
 
 
図 1 長野市北部浸水状況図 
（参考文献 8)より筆者作成） 






編入日 男 女 計 
豊野地区 
(旧豊野町) 
19.90 4,563 4,828 9,391 2005年1月1日 
長沼地区 
(旧長沼村) 
6.17 998 1,079 2,077 1954年4月1日 
古里地区 
(旧古里村) 







































図 4 用途地域（2020 年 2 月現在） 
 
令和元年東日本台風による被害 





牲者数を直近 20 年（1999 年～2018 年）の災害と比較す
ると，洪水関連（「洪水」「河川」）犠牲者の比率が高く
なっている 11).さらに「洪水」「河川」犠牲者の 5 割強が
浸水想定区域内で被害を受けたことが特徴として挙げら
れる 11)．また，この台風により信濃川水系千曲川では，
長野市穂保の左岸堤防が 10 月 13 日越流破堤した（図 1）．
破堤幅は 70m におよび，住宅やりんご畑のほか，北陸新
幹線車両基地が浸水するなど長野市全体における浸水域
は約 1,541ha におよび，浸水深は最大で 4.3m となる甚大
な被害を受けた（表 2）． 
 
表 2 令和元年東日本台風による長野市の被害 12) 
死者（災害関連死含む） 15 名 
負傷者 
重傷 8 名 
軽傷 92 名 
住宅被害 
全壊 872 棟 
半壊 1,500 棟 
























した．取得した空中写真は，1947 年，1965 年，1971 年，
1976 年，1988 年，2000 年，2010 年の 7 年代分，衛星写

















た（図中 B）．また，長沼地区では 1966 年に開通した国










大は続いているが，2010 年から 2017 年までは対象地域全
体を通して，大規模な市街地の拡大は見られなかった． 






図 7 1947 年の市街地状況（治水地形分類図） 
 
4．市街地展開経緯の分析 
1947 年～1971 年 
1947 年から 1971 年までの人口と世帯数の推移を確認
すると，長沼地区及び豊野地区においては人口がわずか
に減少している一方，古里地区においては約 1.5 倍以上に
なっている（図 8）．世帯数は，1947 年から 1971 年まで
3 地区で増加傾向にあり，特に古里地区においてこの 15
年間の間に 2.5 倍以上に増加している（図 9）．この変化
を市街地状況図で確認する． 










図 8 3 地区における人口の推移 
（参考文献 14)15)16)より筆者作成） 
 




図 10 1947 年から 1971 年までの市街地の拡大 
 



















1971 年～1988 年 
この年代は古里地区において特徴的である急激な人口
増加時代の初期にあたり，1971 年から 1975 年の 5 年間
に，人口は約 1.7 倍，世帯数は約 1.8 倍に増加している（図 
8，図 9）．また，豊野地区における人口は 1970 年を境に
僅かながら増加の傾向を示している．この変化を市街地
状況図より確認する． 












また，図 11 において赤枠で示す区域は，1971 年から
都市廃棄物の埋立地として利用されており 19)，図 13 に















































図 12 市街化区域における開発許可面積の推移 
 
図 13 市街化調整区域における開発許可面積の推移 
 




内での開発は， 1971 年以降住宅系開発が続いた（図 12）．
開発登録簿を確認すると，これら 1971 年から 1988 年ま














1988 年～2017 年 
1988 年，2000 年，2010 年，2017 年における市街地状
況図を示す（図 14）．長沼地区における市街化区域内の
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